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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】令和2年5月7日(2020.5.7)

【公開番号】特開2019-82310(P2019-82310A)
【公開日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2018-120962(P2018-120962)
【国際特許分類】
   Ｆ２８Ｄ  15/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  11/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   1/04     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２８Ｄ   15/02     １０１Ｋ
   Ｆ２８Ｄ   15/02     　　　Ｅ
   Ｆ２８Ｄ   15/02     　　　Ｌ
   Ｂ６０Ｋ   11/04     　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｋ   11/02     　　　　
   Ｂ６０Ｋ    1/04     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月24日(2020.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動流体の液相と気相との相変化により対象機器の温度を調整する機器温調装置であっ
て、
　前記対象機器の冷却時に液相の作動流体が蒸発するように前記対象機器と熱交換可能に
構成された複数の熱交換コア部（１１３ａ、１１３ｂ、１１３ｃ）と、
　前記複数の熱交換コア部で蒸発した気相の作動流体を放熱させて凝縮させる凝縮器（２
０）と、
　前記複数の熱交換コア部と前記凝縮器との間を環状につなぐ環状流路（１１１ａ、１１
１ｂ、１１１ｃ、１１２ａ、１１２ｂ、１１２ｃ、３０、４０）とを備え、
　前記環状流路は、前記凝縮器から流出した作動流体の流れを前記複数の熱交換コア部の
それぞれに向けて分岐させる１つの分岐部（４４２）または複数の分岐部（４０８、４１
０）と、前記複数の熱交換コア部のそれぞれから流出した作動流体の流れの全部を合流さ
せる全流れ合流部（３３４、３３１、３３５）とを含み、
　前記環状流路のうち前記１つの分岐部または前記複数の分岐部のうち最上流側に位置す
る最上流側分岐部（４０８）から前記全流れ合流部までの間の部分は、前記複数の熱交換
コア部のそれぞれを流れる作動流体に生じる圧力損失の差を抑制するように構成されてお
り、
　前記複数の熱交換コア部は、第１熱交換コア部（１１３ａ）と、第２熱交換コア部（１
１３ｂ）と、第３熱交換コア部（１１３ｃ）とを含み、
　前記複数の熱交換コア部のそれぞれから前記凝縮器に向かって作動流体が流れる流路に
沿った距離で比較して、前記第３熱交換コア部は、前記第１熱交換コア部、前記第２熱交



(2) JP 2019-82310 A5 2020.5.7

換コア部および前記第３熱交換コア部の中で、前記凝縮器から最も離れた位置に配置され
ており、
　前記環状流路は、
　前記第１熱交換コア部から流出した作動流体の流れと前記第２熱交換コア部から流出し
た作動流体の流れとが合流する部分合流部（３０８、１１１ａ）と、
　前記部分合流部から前記全流れ合流部に作動流体を流す部分合流流路（３３６、３４２
）と、
　前記第３熱交換コア部から流出した作動流体を、前記部分合流部を迂回させて前記全流
れ合流部に流す出口側迂回流路（３３０）とを含む機器温調装置。
【請求項２】
　作動流体の液相と気相との相変化により対象機器の温度を調整する機器温調装置であっ
て、
　前記対象機器の冷却時に液相の作動流体が蒸発するように前記対象機器と熱交換可能に
構成された複数の熱交換コア部（１１３ａ、１１３ｂ、１１３ｃ）と、
　前記複数の熱交換コア部で蒸発した気相の作動流体を放熱させて凝縮させる凝縮器（２
０）と、
　前記複数の熱交換コア部と前記凝縮器との間を環状につなぐ環状流路（１１１ａ、１１
１ｂ、１１１ｃ、１１２ａ、１１２ｂ、１１２ｃ、３０、４０）とを備え、
　前記環状流路は、前記凝縮器から流出した作動流体の流れを前記複数の熱交換コア部の
それぞれに向けて分岐させる１つの分岐部（４４２）または複数の分岐部（４０８、４１
０）と、前記複数の熱交換コア部のそれぞれから流出した作動流体の流れの全部を合流さ
せる全流れ合流部（３３４、３３１、３３５）とを含み、
　前記環状流路のうち前記１つの分岐部または前記複数の分岐部のうち最上流側に位置す
る最上流側分岐部（４０８）から前記全流れ合流部までの間の部分は、前記複数の熱交換
コア部のそれぞれを流れる作動流体に生じる圧力損失の差を抑制するように構成されてお
り、
　前記複数の熱交換コア部は、第１熱交換コア部（１１３ａ）と、第２熱交換コア部（１
１３ｂ）と、第３熱交換コア部（１１３ｃ）とを含み、
　前記第１熱交換コア部、前記第２熱交換コア部および前記第３熱交換コア部は、前記第
１熱交換コア部、前記第２熱交換コア部、前記第３熱交換コア部の順に並んでおり、
　前記環状流路は、
　前記第１熱交換コア部から流出した作動流体の流れと前記第２熱交換コア部から流出し
た作動流体の流れとが合流する部分合流部（３０８、１１１ａ）と、
　前記部分合流部から前記全流れ合流部に作動流体を流す部分合流流路（３３６、３４２
）と、
　前記第２熱交換コア部と前記第３熱交換コア部のそれぞれの作動流体の出口側を連結す
るコア部連結流路（３０４、３０６、３４０）と、
　前記第３熱交換コア部から流出した作動流体を、前記部分合流部を迂回させて前記全流
れ合流部に流す出口側迂回流路（３３０）とを含む機器温調装置。
【請求項３】
　前記出口側迂回流路の少なくとも一部と前記環状流路のうち前記出口側迂回流路を除く
部分の一部とは、当接した２つの配管（３３０、３０６、３１２、３３６）で構成されて
いる請求項１または２に記載の機器温調装置。
【請求項４】
　前記出口側迂回流路の少なくとも一部と前記環状流路のうち前記出口側迂回流路を除く
部分の一部とは、一方の配管（３０６、３１２、３３６）の内部に他方の配管（３３０）
が配置された二重管で構成されている請求項１または２に記載の機器温調装置。
【請求項５】
　前記部分合流流路（３４２）は、作動流体の圧力損失を増加させる圧力損失増加部（３
１６）を有する請求項１ないし４のいずれか１つに記載の機器温調装置。
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【請求項６】
　前記環状流路は、前記第１熱交換コア部の出口側と前記部分合流部とをつなぐ出口流路
（３０２）を含み、
　前記出口流路は、作動流体の圧力損失を増加させる圧力損失増加部（３１６）を有する
請求項１ないし４のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項７】
　前記環状流路のうち前記１つの分岐部または前記最上流側分岐部から前記全流れ合流部
までの間の少なくとも一部は、流路断面積が異なる複数の配管（３０６、３１２、３１３
、４０６、４１２、４１３）で構成されており、
　前記複数の配管のそれぞれは、内部を流れる作動流体の流量が多いほど、流路断面積が
大きくなっている請求項１ないし６のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項８】
　前記機器温調装置は、車両に搭載され、
　前記対象機器は、車両走行用の電力を供給する電池（２）である請求項１ないし７のい
ずれか１つに記載の機器温調装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、請求項１、２に記載の発明は、作動流体の液相と気相との相
変化により対象機器の温度を調整する機器温調装置であって、
　対象機器の冷却時に液相の作動流体が蒸発するように対象機器と熱交換可能に構成され
た複数の熱交換コア部（１１３ａ、１１３ｂ、１１３ｃ）と、
　複数の熱交換コア部で蒸発した気相の作動流体を放熱させて凝縮させる凝縮器（２０）
と、
　複数の熱交換コア部と凝縮器との間を環状につなぐ環状流路（１１１ａ、１１１ｂ、１
１１ｃ、１１２ａ、１１２ｂ、１１２ｃ、３０、４０）とを備え、
　環状流路は、凝縮器から流出した作動流体の流れを複数の熱交換コア部のそれぞれに向
けて分岐させる１つの分岐部（４４２）または複数の分岐部（４０８、４１０）と、複数
の熱交換コア部のそれぞれから流出した作動流体の流れの全部を合流させる全流れ合流部
（３３４、３３１、３３５）とを含み、
　環状流路のうち１つの分岐部または複数の分岐部のうち最上流側に位置する最上流側分
岐部（４０８）から全流れ合流部までの間の部分は、複数の熱交換コア部のそれぞれを流
れる作動流体に生じる圧力損失の差を抑制するように構成されている。
　さらに、請求項１に記載の発明では、
　複数の熱交換コア部は、第１熱交換コア部（１１３ａ）と、第２熱交換コア部（１１３
ｂ）と、第３熱交換コア部（１１３ｃ）とを含み、
　複数の熱交換コア部のそれぞれから凝縮器に向かって作動流体が流れる流路に沿った距
離で比較して、第３熱交換コア部は、第１熱交換コア部、第２熱交換コア部および第３熱
交換コア部の中で、凝縮器から最も離れた位置に配置されており、
　環状流路は、
　第１熱交換コア部から流出した作動流体の流れと第２熱交換コア部から流出した作動流
体の流れとが合流する部分合流部（３０８、１１１ａ）と、
　部分合流部から全流れ合流部に作動流体を流す部分合流流路（３３６、３４２）と、
　第３熱交換コア部から流出した作動流体を、部分合流部を迂回させて全流れ合流部に流
す出口側迂回流路（３３０）とを含む。
　また、請求項２に記載の発明では、
　複数の熱交換コア部は、第１熱交換コア部（１１３ａ）と、第２熱交換コア部（１１３
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ｂ）と、第３熱交換コア部（１１３ｃ）とを含み、
　第１熱交換コア部、第２熱交換コア部および第３熱交換コア部は、第１熱交換コア部、
第２熱交換コア部、第３熱交換コア部の順に並んでおり、
　環状流路は、
　第１熱交換コア部から流出した作動流体の流れと第２熱交換コア部から流出した作動流
体の流れとが合流する部分合流部（３０８、１１１ａ）と、
　部分合流部から全流れ合流部に作動流体を流す部分合流流路（３３６、３４２）と、
　第２熱交換コア部と第３熱交換コア部のそれぞれの作動流体の出口側を連結するコア部
連結流路（３０４、３０６、３４０）と、
　第３熱交換コア部から流出した作動流体を、部分合流部を迂回させて全流れ合流部に流
す出口側迂回流路（３３０）とを含む。
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